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【実施概要】 

【1】単元のテーマ・目標 

 日本を代表する建築家である坂茂氏についての英文を通じて、現代の世界規模での課題を知り、その課
題に対し、現代社会を生きる一人の人間として、何ができるのか課題解決の方策を協同的に考え、自らの
考えを英語で発信していく力を養う 

【2】 単元

の評価規準

例 

(ア) 関心・意欲・態度 

①間違いを恐れず，積極的に言語活動を行おうとしている． 

②さまざまな工夫をすることでコミュニケーションを続けよう

としている． 

(イ) 思考・判断・表現 
①情報や考えなどを正確に話したり書いたりすることができる． 

②言語材料を使って，文章を書くことができる． 

(ウ) 技能 

①英文を読んで内容や場面を正確に読み取り，理解することがで

きる． 

②英文を聞いて，内容を聞き取り，理解することができる． 

(エ) 知識・理解 

①言語に対する知識：言語材料を正しく理解し，運用することが

できる． 

②文化に対する知識：課で扱ったトピックや問題などについて理

解することができる． 

【3】 単元
設定の理由 

（児童 /生
徒観、教材
観、指導観） 

 全日制普通科の 2年生理系クラスであり、生徒間に学力差は存在するが、学習全般に対す

る意欲は高い。ほとんどの生徒が 4年制国公立大学の進学を希望している。日頃から多くの

教科で協働的な学習を行っており、グループ学習なども展開しやすい。ただ授業内容が受験

に直結するか否かを重要視する生徒もいるので、そういった生徒をうまく巻き込んでいく工

夫が必要になる場面もある。そのためにもアクティブラーニングの技法を活用した授業計画

を行いたい。 

 本課の題材はルワンダ難民キャンプや、阪神淡路大震災後の神戸で紙の管を使った建築物

での様々な援助を行った建築家、坂茂氏の話である。このトピックを通じて援助のあり方や

現代社会が直面している課題に、我々一人一人がどのように取り組むべきなのか、国際社会

の一員として何ができるのかを生徒自らが考えるきっかけとしたい。またその上で自分たち

が 2030 年問題に取り組まなければならない当事者であるということについて、生徒たちに

自覚を促したい。 

【4】展開計画（全 8 時間）  

時 テーマ・ねらい 活動・内容 
使用教材 

 

1 導入 
Lesson 8 Part 1 
 
 
 

Oral Introduction 
新出語確認 
本文音読 
内要理解（Q&A, Summary） 
文法事項確認 
 

教科書 
授業プリント 
スライド 

 Grove English Communication II 

Lesson 8 Paper Buildings 

 
氏名： 石川 透                     学校名： 宮崎県立宮崎南高等学校 

担当教科： 英語                     実践教科： コミュニケーション英語Ⅱ                     

時間数： 8                     対象学年： 2 年                     人数： 42 名                     
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Lesson 8 Part 2 
 
 

Oral Introduction 
新出語確認 
本文音読 
内要理解（Q&A, Summary） 
文法事項確認 
 

教科書 
授業プリント 
スライド 

3 Lesson 8 Part 3 Oral Introduction 
新出語確認 
本文音読 
内要理解（Q&A, Summary） 
文法事項確認 
 

教科書 
授業プリント 
スライド 

4 Lesson 8 Part 4 Oral Introduction 
新出語確認 
本文音読 
内要理解（Q&A, Summary） 
文法事項確認 
 

教科書 
授業プリント 
スライド 

5 
本時 

SDGs（1） 未来年表 
SDGsとは 

スライド 
授業プリント 

6 
本時 

SDGs（2） 世界での取り組みを知る 
シナリオプランニング 
解決策を考える 
 
 

スライド 
授業プリント 
A3用紙 
付箋紙 

7 SDGs（3） グループ協議 
発表準備 
 

模造紙 
ペン 
授業プリント 

8 SDGs（4） 
まとめ 

発表準備 
発表 
まとめ 
課末問題 
 

教科書 
模造紙 
ペン 
授業プリント 
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【5】本時の展開 

過程・

時間 
学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材） 

導入 

(10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

(70分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挨拶・出席確認 

 

 

 

将来われわれが直面する諸問題

について知る 

・未来年表のプリントを見てこ

れから、起こると予測される出

来事について、英語でやりとり

をする 

 

 

SDGsについて知る① 

・SDGsのロゴ（英語版）を見て、

ロゴ全体が何を目的としたもの

か、また 17の各アイコンが何を

示すのか、考える 

・ペアで意見をシェアし発表す

る 

・日本語版のロゴを見て確認す

る 

・ピコ太郎の動画を見る 

 

SDGsについて知る② 

・グループに分かれ、世界の若

者たちのSDGs達成に向けた取り

組みについての英文を読む。 

・各グループを 2 班に分け、片

方は他グループへ英文の内容を

説明し、もう片方は他グループ

のところへ行き、そのグループ

が読んだ英文の内容を聞く 

・各班で、持ち帰った情報をシ

ェアする。 

・動画を見て、各英文の内容を

確認する。 

 

予測される未来について考える 

・読んだ英文に基づき、今後ど

のような未来が待ち受けている

のか、グループで協議する。 

・グループ協議の結果を発表す

る 

 

解決策を考える 

・イノベーションについて知る 

・マラウイにおいての事例を紹

介する 

身なりを整え、姿勢を正して挨拶さ

せる 

生徒の健康状態を確認する 

 

生徒が自由に発言しやすい、雰囲気

作りをする 

英語でやりとりするよう指示する、

また英語でのやりとりをスライド

で示しておく 

生徒たちが 30歳である 2030年に意

識を向けさせる 

 

生徒が自由に発言しやすい、雰囲気

作りをする 

英語でやりとりするよう指示する、 

また英語でのやりとりをスライド

で示しておく 

 

 

 

 

 

 

 

テキストを読む際、時間を設定し、

限られた時間で必要な情報を読み

取る点を意識させる 

どのような情報を読み取り、何を説

明し、あるいは質問すべきなのかを

スライドで示す 

英語でやりとりするよう指示する 

 

 

 

 

 

 

シナリオプランニングをするにあ

たって説明を具体的に行う 

グループでの協議が滞らないよう、

机間巡視を行い、適宜支援する 

他グループの発表を聞く態度につ

いて注意喚起する 

 

作文が次の時間のグループ協議に

必要なことを知らせる 

滞る生徒がいれば適宜指導する 

 

 

 

 

 

スライド 

プリント（未来年表） 

【資料 1】 

 

 

 

 

 

スライド 

プリント（SDGsロゴ（英

／日））【資料 2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド 

プリント（英文 6種） 

【資料 3】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A3用紙 

付箋紙 

 

 

 

 

 

スライド 

プリント（作文） 

【資料 4】 
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まとめ 

(20分） 

 

・各グループで協議した未来の

課題について、各自で考え、英

作文する 

 

本時の振り返り 

 

次時の連絡・挨拶 

 

 

 

 

 

自由に意見を記述させる 

 

次時の大まかな学習の流れを伝え、

宿題や次回への意欲につなげる 

 

 

 

 

 

プリント（振り返り用

紙）【資料 5】 

 

【授業実践の様子】 

グループ別に【資料 3】の資料を読む 

  

 

他のグループの【資料 3】の内容を聞きに行く、または伝達する  
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シナリオプランニング時に各グループで話し合った内容をクラス内で共有する 

 

生徒たちのシナリオプランニングの例 

 

【6】本時の振返り 

生徒たちは「未来年表」の活動では漠然と将来に希望を見出したり、あるいは不安を覚えたりする感

想が多かった。未来年表で見た各種指標に基づく未来の予想が、SDGs を扱う授業中盤以降では彼らの中

で結びついていた。SDGs に関しては知らなかったという生徒がほとんどであったが、強い興味関心を抱

いた生徒がほとんどであった。英文を使ったジグソー法のパートでは内容を把握し、相手にうまく伝え

なければならないが、そこが互いにうまくできていなく、モヤモヤが残り、かえってそれが知りたいと

いう気持ちや、グループで一緒に考えたいという気持ちにつながっている感想となってアンケートに現

れたのではないかと考える。また英文の内容も SDGsの各種課題に取り組む若者たちの英文であり、刺激

を受けている感想が多かった。シナリオプランニングの活動ではともに意見を出し合い、考えるプロセ

スそのものを、また、自分とは違う意見を聞くことでさらに自分の思考が深まるプロセスを、一部では

難しさを感じながらも楽しんでいる感想が多かった。私が授業計画した時点で考えていた以上に生徒た

ちは今日的課題を考えてくれた。 
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【7】単元を通した児童生徒の反応/変化 

単元前半の教科書本文では坂茂さんが、紙の管を材料としてルワンダ内戦での難民のシェルターや阪

神淡路大震災での紙の教会を造り、現状に即した援助・支援の在り方について学び、単元後半の SDGsの

部分では世界が直面する課題に自分たちが当事者としてどのように関わっていくかを考えた。教科書で

同じ日本人の先輩として坂さんが日本のみならず、世界で困っている人の課題を解決している姿を知っ

たことで、生徒たちもより真剣に、現在のそして未来につながる諸問題について真剣に考えることがで

きたのだと考える。 

【単元を通し変容した生徒の態度や学習意欲】 

目に見えた大きな変容はないかもしれない。ただ、今回の授業を通じて、自ら未来を切り開いていく

力を少しだけでもつけることができたと思う。そういった力は本来子供たち一人一人が生まれ持ったも

のではあると思うが、普段の授業ではなかなかそういった部分まで踏み込めないこともある。生徒たち

が自らの、そして世界の未来を考えるきっかけになっていくことを願う。 

また協働的な学習、4技能を総合的に使っていく授業形態であったため、生徒たちもいつも以上に意欲

的に取り組んでいた。注意深く授業をデザインしながら、このような形態で授業を行う機会を増やして

いきたい。 

【途上国・異文化への意識の変容について】 

（授業前） 

授業前に事前のアンケートを取っていなかったのでどの程度の意識、理解であったかはわからない部

分もあるが、今までの学習の中で環境問題、ジェンダーの問題、貧困、さまざまなトピックを取り扱っ

てきた。知識としては持ち合わせていても SDGsについて知らなかった生徒がほとんどであったことから

もわかるように、諸問題が彼らの中で連関しておらず、自らが当事者である意識は希薄であったと考え

られる。 

（授業後） 

SDGsについて知らない生徒がほとんどであった中で、授業後のアンケートで多くの生徒から SDGsにつ

いてもっと知りたいという言葉が多く出た。また同世代の若者たちの取り組みについて英文を読む中で、

一人一人の具体的な行動が世の中を動かしうることを知り、当時者としてこれらの目標に取り組んでい

かなければならないという意識を持つに至った生徒も多くいた。 

 

【自己評価】 

11. 苦労した点 

 

ジグソー法、シナリオプランニング、ポスターセッションといった、いわゆるア

クティブラーニングの技法を授業に取り入れ、またそれを教科書の単元に合わせて

いくことが慣れないことなので難しかった。SDGsについての生徒のレベルに合っ

た教材を見つけることにも少し時間がかかった。何より普段授業でパワーポイント

のスライドショーを使うことがないので、その準備が一番骨が折れた。 

12. 改善点 グループ活動になった際、どうしても目の行き届かない部分があり、英語ではな

く日本語のやり取りになってしまったところがある。英語を聞き、話し、書き、読

む、4技能総合型の授業を目指したが、もう少し注意を払った授業デザインでグル

ープ内での発表、スピーチと言った場面だけでなく、グループ内協議でも英語使用

場面を増やす必要がある。 

また、クラスの席順にグループを分けたが、どうしても話し合いがうまくいかな

いグループも出てきた。話し合う場の設定の仕方にも工夫が必要だと思った。 

13. 成果が出た点 そもそも、SDGs について知らない生徒がほとんどであり、授業を通じて知識、

理解を深め、2030 年の達成目標について、生徒自らが国際社会の一員として当事

者意識を持つことができた。 

また、問題解決にあたって、「invent」「innovate」「campaign」の 3 つの具体的

行動を考えることで、答えのない課題に自ら考え解決策を考える力、そして英語を

用いて自分の言葉で自らの考えを伝える力をつけることができた。 
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14. 備考 昨年から現任校に赴任して、生徒ともに、自らが当事者として周りの人と協力し

て、答えのない課題に挑戦してく力、幸せに生き抜いていく力をつけていく授業は

どのような形があるのか、考えながら、なかなか思うような形にできないまま 2

年が過ぎようとしている。まだまだブラッシュアップしていかなければならない点

は多く残っているが、道筋は見えてきたように思える。 

マラウイでの視察で得た知見を、上手に授業の落とし込むことはまだできていな

いが、今回の授業実践の根底には彼の地で出会った人々、生活、風土があることは

間違いない。 

これからも、将来にわたって目の前の生徒一人一人が幸せに生き抜いていく力と

はなんなのか常に考えながら日々の教育活動に当たっていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料： 

【資料 1】未来年表プリント 
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【資料 2】SDGsロゴプリント（英語） 
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【資料 2】SDGsロゴプリント（日本語） 

 

 

 

【資料 3】英文プリント（6 種） 
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【資料 4】 作文プリント           【資料 5】 振り返り用紙 

 

参考資料： 

＜文献＞ 

① インタラクティブ・ティーチング―アクティブ・ラーニングを促す授業づくり  

栗田 佳代子 (著),‎ 日本教育研究イノベーションセンター (著)  

河合出版 

② SDGs 国連 世界の未来を変えるための 17の目標 2030 年までのゴール  

日能研教務部 (編集)  

みくに出版       

 

＜ホームページ＞ 

① 未来年表 | 生活総研 

https://seikatsusoken.jp/futuretimeline/ 

② SDGsのロゴ | 国連広報センター 

http://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/203

0agenda/sdgs_logo/ 

③ 学校のための持続可能な開発目標（SDGs）ガイド| 子どもと先生の広場 | 日本ユニセフ協会 

https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/ 

④ The Worlds Largest Lesson 

http://worldslargestlesson.globalgoals.org/ 

⑤  ピコ太郎 ×‎外務省（SDGs）～PPAP～ - YouTube 

https://www.youtube.com/watch?v=H5l9RHeATl0 

⑥ The World's Largest Lesson 2016 - English with subtitles on Vimeo 

https://vimeo.com‎›‎World's‎Largest‎Lesson‎›‎Videos 
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http://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/
https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/
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